
希学園 第349回 公開テスト 小６ 算数 2021年６月13日実施 模範解答 制限時間50分

１ 348 ５ ５ 6060

(本) (分後) (分)54 90 12 24
２

(度) (㎠) (㎠) (㎠)98 ７ 10 64

個 個３ 10 24

Ｌ 分後４ 126 21

５ 33：15：40 77：35：20

秒後 ㎝ 秒後６ 16 ８ 72

通り 通り 通り７ 12 18 57

(配点)

～ ･ ･ ；各４点×20

･ ；各５点×４



希学園 第349回 公開テスト 小６ 算数 2021年６月13日実施 解説 (２－１)

2020×2021－2020×2019＋2021×2020－2020×2020１
＝2020×(2021－2019＋2021－2020)＝2020×３＝6060

一の位を四捨五入して500になる整数は495以上504以下。２
十の位を四捨五入して500になる整数は450以上549以下。

よって，２数の差の最大は54。

２，２，２，…，２ 14本余り

３，３，３，…，３ 24本不足

差１，１，１，…，１ 38本

よって，クラスの人数は，38÷１＝38(人)

えん筆の本数は，２×38＋14＝90(本)

ＡとＢの食塩水の重さの比は１：１で変わらないので，

濃さが等しくなるのは，Ｂの食塩の重さがＡの食塩の重さと等しくなるとき。

300×(0.05－0.03)＝６(ｇ)…はじめの食塩の重さの差

10×0.05＝0.5(ｇ/分)

よって，６÷0.5＝12(分)

９分36秒＝9.6分

池１周のきょりをＬＣＭ(16，9.6)＝48とする。

48÷16＝３(/分)…兄の速さ

48÷9.6＝５(/分)…兄と弟の速さの和

よって，48÷(５－３)＝24(分)

ＡＢ＝ＡＣ＝ＡＤより，三角形ＡＢＤは二等辺三角形。

角ＡＤＢ＝(180－104)÷２＝38(度)

ア＝38＋60＝98(度)

三角形ＡＢＱ＝18＋９－６＝21(㎠)

ＡＰ：ＰＢ＝18：９＝２：１
１

よって，三角形ＰＢＱの面積は，21× ＝７(㎠)
２＋１
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右の図のように，小さい円の内側に正方形を作る。

大きい正方形と小さい正方形の面積の比は２：１。

よって，大きい円と小さい円の面積の比も２：１。
２

５× ＝10(㎠)
１

切断面の三角形以外の差を考える。

三角すいの表面積のうち，切断面以外の和は，

４×４÷２＋４×２÷２×２＝16(㎠)

立方体の表面積は，４×４×６＝96(㎠)

96－16＝80(㎠)

80－16＝64(㎠)

分子が１になるためには，分子が72の約数になればよい。３
72の約数は，１，２，３，４，６，８，９，12，18，24，36，72の12個。

よって，分子が１になる分数の分子は，１と72を除く10個。

72＝２ ×３ より，分子が２の倍数や３の倍数でなければよい。３ ２

71÷２＝35余り１ より２の倍数は35個。

71÷３＝23余り２ より３の倍数は23個。

71÷６＝11余り５ より６の倍数は11個。

よって，２または３で割り切れる整数は，35＋23－11＝47(個)となり，

約分できない分数は，71－47＝24(個)

Ａ，Ｂそれぞれにはじめに入っていた水の量を③Ｌ，①Ｌとする。４
③－３×12＝①＋４×12

①＝(48＋36)÷(３－１)＝42(Ｌ)

③＝42×３＝126(Ｌ)

分後とする。

(126－３× )×２＝42＋４×

252－ ＝42＋

＝(252－42)÷(６＋４)＝21(分後)

Ａ

Ｂ

Ｃ

４㎝



希学園 第349回 公開テスト 小６ 算数 2021年６月13日実施 解説 (２－２)

ＬＣＭ(５，３)＝15より，ＡＤ＝ＢＣ＝15とすると下の図のようになる。５

三角形ＡＨＥと三角形ＣＨＦの相似から，ＡＨ：ＣＨ＝６：10＝３：５

三角形ＡＩＥと三角形ＣＩＧの相似から，ＡＩ：ＣＩ＝６：５

ＡＨ：ＣＨ：ＡＣ：ＡＩ：ＣＩ

３ ： ５ ： ８

11 ： ６ ： ５

33 ： 55 ： 88 ： 48 ： 40

よって，33：(48－33)：40＝33：15：40

三角形ＣＩＧ＝40×１＝40とすると，

三角形ＣＨＦ＝55×２＝110

三角形ＣＡＢ＝88×３＝264

また，四角形ＡＢＦＨ＝264－110＝154

四角形ＨＦＧＩ＝110－40＝70

よって，154：70：40＝77：35：20

２点が重なるごとに図をかいて調べる。６

４秒後 ８秒後 16秒後

24÷３＝８(㎝)

ＰＱが重なるのは，８÷(１＋１)＝４(秒後)
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それからＱとＲが重なるのは，８÷(１＋１)＝４(秒後)

それからＲが点Ｃに重なるのは，８÷１＝８(秒後)

よって，４＋４＋８＝16(秒後)

20秒後 24秒後

の後，ＰとＱが重なるのは，８÷(１＋１)＝４(秒後)

24－(16＋４)＝４(秒)より，さらに４秒後は右上の図。

よって，Ａから８㎝。

向きを逆にしなければ，24秒後に同時にスタート地点に重なる。

出会うたびに向きを変えずに，点の名前が入れかわると考える。

24秒後にはＰがＱ，ＱがＲ，ＲがＰに変わっている。

３回くり返すともとに戻るので，24×３＝72(秒後)

Ａ→Ｂと進んだとき，次の進み方はＣまたはＤの２通り。７
Ａ→Ｂ→Ｃと進んだとき，次の進み方はＡまたはＤの２通り。

よって，３×２×２＝12(通り)

Ａ→Ｂ→Ｃ→Ａと進んだとき，次の進み方は１通り。

Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄと進んだとき，次の進み方は２通り。

よって，３×２×(１＋２)＝18(通り)

進んだ長さが１㎝となる進み方は３通り。

進んだ長さが２㎝となる進み方は，３×２＝６(通り)

進んだ長さが５㎝となる進み方は，

Ａ→Ｂ→Ｃ→Ａ→Ｄと進んだとき，次の進み方はＤ→ＢまたはＤ→Ｃの２通り。

Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ａと進んだとき，次の進み方はＡ→Ｃの１通り。

よって，３×２×(２＋１)＝18(通り)

進んだ長さが６㎝以上となる進み方はないので，

３＋６＋12＋18＋18＝57(通り)

(配点) ～ ･ ･ ；各４点×20 ･ ；各５点×４
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